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勉学休職制度 概要

導入時期 2014年3月
適用対象者 勤続3年以上の社員（在職中に１回）
取得期間 最長2年
取得申請 取得希望日の４ヶ月前迄

導入目的 キャリア施策の一つとして、普段の業務を離れて専門的
知識や語学力をより集中的に習得できる機会

その他条件 海外留学の場合、直近2年間のTOEICスコアが600点以上
あること
直近過去2回の評価がそれぞれB以上であること



サバティカル休暇制度 概要

導入目的 自分のキャリアを真剣に見つめなおす機会

適用対象者 勤続10年以上の社員（在職中に１回）
取得期間 2ヶ月以上3ヶ月以内
取得申請 取得希望日の４ヶ月前迄
支援金 月額給与の１ヶ月分、有給休暇の使用も可能
権利保有者 約1,300人（2017年3月時点）
取得者 55人（2017年3月時点）
その他 取得後レポート要提出

年次有給休暇付与の算定基準には含める
１年を上限として時季変更あり

導入時期 2014年11月



取得実績



利用者の声

コーポレートブログでも紹介



利用者の声

75%

25%

Q サバティカル休暇を通して自身のキャリアの振返りにつながったか？



利用者の声

自分が何がしたいのか、自分がどういうことをして社会に貢献していきたいのかをじっくりと振り返ることができ、そ
れらが「ヤフーだからこそ出来る」ということを感じた。それらのやりたいことをカタチにするために、まずは、今の
仕事を積み重ねていき、いずれカタチにしていくことが出来るようそれを目標にして励みたい。

マウイでいろいろな人と出会い、話を聞けました。大学卒業して今までサラリーマンで、がむしゃらに働いてきた今ま
での働き方を見直す時期に来たと痛感しました。今までは今後のキャリアをどうしたい？と聞かれても、今まで通りと
しか回答できませんでしたが、今後はいろいろな可能性も検討できる気がします。

働く目的として自分のやりたいこととお金を稼ぐことがフワフワした状態で働いていたことに気づきました。これから
は自身の生きる目的（生きがい）を明確にし、それに対して時間を使っていこうと思っています。

ヤフー社員という立場を離れ、多様な人と環境で過ごせたことで、個人としての自分の価値を問われ、考えなければな
らない機会が多く、自分自身や自分の資産（ヒト・モノ・環境etc）がより明確になりました。また、自分がおかれてい
る状況の有難さにあらためて気がつくことができ、仕事も日常も以前より前向きに取り組むことができています。

働かない非日常に身をおく事で、改めて「働く」って何だろうと考える機会を得られたと思います。
連続するキャリア云々というよりは、リセットに近いような感覚で、積極的に業務に取り組みたい意欲がわいています。



人としての成長

年齢

習熟度

スキル

人格



株式会社ジブン（あらゆる人が人生の社長）

仕事
事業部

家族
事業部

趣味
事業部



経験学習

経験学習

 1on1ミーティング
 人財開発カルテ
 多面評価
 人財開発会議 ･･･

フィードバック

多様な経験  ジョブチェン（自己申告異動）
 社内公募
 新規事業提案
 副業
 課題解決休暇
 勉学休職
 サバティカル休暇 ･･･



会社 社員
イコールパートナーな関係

会社と社員の関係



人事制度のコアバリュー

社員が安全に安心して
才能と情熱を解き放ち、

世の中に貢献ができる会社になる



働き方
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